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白亜紀二枚貝軸わe〃OCe帽m〟∫（イノセラムス科）の

殻彫刻の変異
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Variationofshe”scuIptureinaCretaceousbivalve

和地〃0Ce帽m〟∫（lnoceramidae）

MasayukiMATSUDAlandTakaoUBUKATAl

Abstract Variation ofthe externalshellsculpturein three species of Late Cretaceous

inoceramidbivalve沙henocertlmuS［S．naumanni（YoKOYAMA），S．orientalis（SoKOLOW）and

S．schmidti（MICHAEL）］fromtheUpperYezoGroupinnorthernHokkaidowerestudied

OntOgenetically．Three growth stagesβ，γ，and6，Characterized by the pattern of

COmmarginalcostae，WerereCOgnizedinS．naumanniandS．schmidti，WhiletheγqStage

isabsentinS．orientalis．Thesizeofthegrowthstageboundaries，theonsetsizeofthe

divergent ribs or commarginal undulations of the shell，and the rib densityin each

growthstagewereanalyzedinatotalof252specimensbelongingtothethreespecies．

S．orientalisis distinguished by the early appearance ofcommarginalundulations of

the shellin theβ－Stage．Large size andlack of divergent ribsin theβ－Stageis

CharacteristicofS．naumanni．Lowribdensityinthe6－Stage，OCCaSionallyfoundinS．

SChmidti，helpstoidentify youngerindividualslackingthedivergentribs．

Keywords：沙henocc（αmuS，inoceramidbivalve，Shellsculpture，Cretaceous

は　じめに

沙ゐe乃OCerα刀㍑〟S属は，白亜紀後期のコニアシアン期

からカンパニアン期にかけて繁栄したイノセラムス類の
一属で，日本をはじめ環太平洋地域の白亜系上部から

多産する．このため，本属はこの地域の生層序区分と
国際対比に利用されてきた（MATSUMOTO，1959，1977；

PopENOE et al．，’1960；PERGAMENT，1974；TosHIMITSU，

1988；TosHIMITSUetal”1995）．本属の中には，同心円状
の共心円肋に加え，個体発生の途中から殻表面に逆Ⅴ
字型の双叉肋を発達させる種が多くみられる．こうした
殻彫刻の特徴は，種分類において重視される形質である
が（NAGAO　＆　MATSUMOTO，1940；PERGAMENT，1974；

ZoNOVAeJα7，1993），これらの形質の種内変異について

は必ずしも十分に明らかにされているとは言い難い．本
属の中でも，日本をはじめ環太平洋地域から多産する

上砂henoceYtlmuSnaumanni（YoKOYAMA）は，生存期間が
長く，本属内の種間の系統関係を考察する上で重要な種

であるといえる．ところが，本種はその近縁種である

沙henoceramusorientalis（SoKOLOW）や上砂henoceramus
SChmidti（MICHAEL）の成長初期の個体と互いに区別し
難いほど形態的によく似ており，種の同定が困難である
場合も少なくない．そのため，S．乃α祝∽α乃乃才の生存期間
は必ずしも明確にされているとはいえず，このことが本
属の系統進化を考察する上での問題点である．そこで本
研究では，S．乃α〟∽α乃扉5．0γgg乃fα毎S．scんmfdffにつ
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いて，多くの標本をもとに殻彫刻の種内変異と種間での
差異について解析し，諸形質の分類学的評価を行った．
小論では，殻彫刻変異の解析結果を基に，個体発生のど
の段階からこれら3種が形態的に区別されうるのかにつ
いても論じる．

Spわe〃OCer∂m〟ぶ〃∂〟m∂〃〃‘5．0〟e〃r∂〟ぶ．5．5C／7m／dr／に

ついて

5．乃α〟∽α乃乃g（図版1－図A，B，C）の産出レンジはコニ
アシアン階上部から少なくともカンパニアン階下部に及
ぶ（TosHIMITSUetal．，1995）．一方，S．orientalis（図版
卜図D，E，F）はカンパニアン階の下部から特徴的に産
する（TosHIMITSU，1988；TosHIMITSU et al．，1995）．S．
SC力椚肋f（図版卜図G，H，Ⅰ）は，従来カンパニアン階の
中部を特徴づける示準化石と　されてきたが
（MATSUMOTO，1977），近年になって西日本から本種ある
いはそれによく似たものがカンパニアン階の上部やマス
トリヒチアン階下部より産出することが報告されている
（加納はか，1989；田代はか，1995；野田はか，1996）．
S．乃α〟∽α乃加の殻彫刻は共心円状の細肋のみからなる

が，NAGAO＆MATSUMOTO（1940）は，個々の細肋の形状
や構成様式から本種の共心円細肋の中に以下に述べる4
つの型を識別し，それぞれの型が個体発生の各段階で順
次現れることを明らかにした（図1）．まず，個体発生の
初期に現れるのがα型の彫刻で，肋間に弱い成長輪がみ
られたり，肋頂が幾分へこむことがある．これに続いて
現れるβ型の彫刻では，隣接した2つの細肋が組をなし
ダブルリングと呼ばれる特有の様式を示す（図版1－図
B）．これに続くγ型の彫刻では，頂の尖った細かい輪が
密に現れ（図版1－図A，C），加えて殻全体がやや波状に
うねる．個体発生の最終段階で現れる∂型の彫刻では，
頂の丸い細肋が規則的に繰り返す．それぞれの型の殻彫

図1α，β，γ，∂各タイプの共心円細肋を表す模式図．それ
ぞれのタイプの肋の断面形態を示す．NAGAO　＆
MATSUMOTO（1940）に基づき改作．

Fig．l Schematic drawing of aninoceramid shellshowing

α－，βT，γ－and6－typeS Of commarginalfine sculpture．

Forms of four types of costaein the radial shell

SeCtion areillustrated．After NAGAO＆MATSUMOTO

（1940）．

刻が出現する殻の大きさは標本によりだいぶ異なる
（NAGAO＆MATSUMOTO，1940）．

5．0rZe乃JαgfsやS．gC／imfdJZでも，成長の初期にはS．

乃α〟∽α乃乃才と同様にβ型のダブルリングが見られるが，
個体発生の途中からS．乃α〟∽α乃加では見られない肋要
素が共心円細肋の上に重なって現れる．5．0γわれねJggで

は，成長途上で波長が長く粗大な共心円肋が二次肋とし
て現れ，これに双叉状ないしは亜放射状の肋が加わる場

合がある．本種は，共心円状の装飾のみをもつ5．
0re乃αJわれαg㍑Of（図版卜図D）とその他の彫刻も認め

られる5．0rZe花とαJgsoγgeかαJfs（図版卜図E）に区別され
ている（MATSUMOTO　＆　UEDA，1962）．S．orientalis

Orfe乃ねJZgの方がより上位の層準から産する（野田・松

本，1976）．また，5．0γお花とαgZs乃αgα0gを独立の種S．
乃αgαOfとして扱う立場もある（NoDA，1988）．一万，5．
SC／1m肋～は粗大な二次肋を欠くが，成長の途中から顕著

な双叉肋を発達させる（図版1－図G，H，I）．TANABE
（1972）は，S．gC／zm肋吉をS．乃α〟∽α乃花王の時代的亜種と

して位置づけ，S．乃α〟∽α乃乃ggC九mgdわとした．

このように，双叉状肋の有無は，S．乃α〟∽α乃乃才とS．

SC力mZdJf　や　5．0rge乃ねJgg　花柳Of　と　5．0rge乃αJね

0re乃ねはとを区別する基準となっている．しかしなが
ら，双叉状肋は成長の途中から発現されるため，この形
質が‘‘現れていない”比較的小さな個体の同定にはしば
しば困難が伴う．

材　料

本研究に使用した標本は，北海道中川郡中川町共和地
域に分布する上部蝦夷層群オソウシュナイ層（高橋，
1959；橋本ほか，1967）から採集された（図2）．本地域
は，5万分の1地質図幅「天塩中川」（長尾，1962）の南
西部および「共和」図幅（小山内ほか，1960）の北西部
に位置する．本地域のオソウシュナイ層は，MATSUMOTO
（1942）の層序区分ⅢC・Ⅲd・Ⅲeにはぼ相当し，
fわわや砂C／iOCemS psg〟dogα〟Jとよれ〟肌，　且ゆαCカツd～sc〟ぶ

んαmdα才，Ag乃OCeγαSゐα∽〟γ，C（乃αdoce℃Sゐossmαわなど

のアンモナイトを産することから，サントニアン階上部
からカンパニアン階にかけての地層であると考えられる
（TosHIMITSUetal．，1995）．

本研究では，S．乃α〟∽α乃乃g169個体，5．0γお花fαJfs28個

体，S．sc／1∽肋よ55個体について，殻彫刻の観察と計測を
行った．このうち，S．乃αα椚α乃乃才については，一部の転

′　▲l二ココご　l　＿　＿▲＿　「′′し　、　　　　＿－　　　　′ヽ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●　1■　＿　■　　t．ヽ．l　－1「「1　t L＿

七僕4々隙いて，J．0re乃αわSや5．∝而血功十が出現しな
い下位層準の露頭から得られたもののみを用いた．ま

た，5．0γお花ねJgとS．scJz∽gdffについては，双叉状肋や
粗大な共心円肋等の特徴が見られる個体のみを使用し，

露頭から採集したものと転石から得られたものを用い
た．S．ore乃ね始やS．scゐmZdf～を産出する層準由来の小

さな個体は，5．乃α祝∽α乃乃才との区別が難しいので，本研
究では扱わなかった．また，S．orお花ねJgs乃αgα0gを5．

0rfe乃ねJgs orZe乃ねgZsと区別することは難しい場合が少
なくないので，2者を一括LS．orggがαJねとて扱った．

5．0γわ乃如才ねで共心円状の彫刻しか認められない標本に
ついては，図中で他と区別して示した．本研究で使用し

た標本は全て静岡大学（SUM）に保管されている．

計測方法

本研究では，殻彫刻の変異を定量的に評価するため
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図2　安平志内川，炭の沢，オソウシュナイ沢，ワッカウエンベツ川に沿うルートマップ．化石産出地点を示す．それぞれの露頭番

号の前には記号“NS’’が付く．

Fig．2　Route maps along the Abeshinai，the Tannosawa，the Osousyunaizawa and the Wakkawenbetsu Rivers showing

fossillocalities．AlllocalitynumbershavetheprefiⅩNS．
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に，各型の殻彫刻が出現する殻の大きさと共心円細肋の
密度を計測した．通常，二枚貝の殻の大きさは，餃線の
方向を基準にして殻の高さや長さで表すが，イノセラム

図3　各計測部位を示す図．エβはβ期の終わる大きさ，左はγ
期の間隔，エ∂は∂期が始まる大きさ，エ〟は粗い共心円状
二次肋が現れる大きさ，エdは双叉状肋の出現する大きさ

をそれぞれ表す．
Fig．3　Schematic diagramindicating the measurements of

the offset size of theβ一Stage（Lβ），theintervalofγ－

Stage（Lγ），theonsetsizeofthe6－Stage（L6），theonset

Size of the commarginalundulations（Lu），the onset

Size of the divaricate ribs（Ld），and the total shell
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スの場合翼状部が保存されにくいので，較線の方向を決
定できる標本は著しく限られてしまう．そこで本研究で
は，最大成長軸に沿った殻の大きさをノギスを用いて計
測した．

まず，β，γ，∂の各型の彫刻によって特徴付けられる成
長段階をそれぞれβ期，γ期，∂期とし，β期が終わる大
きさ（エβ），γ期の間隔（与），∂期が始まる大きさ（エ∂），
双叉状肋が出現する大きさ（エd），粗大な共心円状二次肋
が現れる大きさ（エ〟）をそれぞれ計測した（図3）．なお，
殻頂部付近が保存されていない標本が多く，α期とβ期
の境界が不明瞭な場合が少なくないので，本研究ではα
期が終わる大きさを計測対象から除いた．
次に，各成長段階ごとに共心円細肋の間隔を定量化す

るために，各成長段階ごとに肋密度を見積もった．通常，
肋間隔は成長とともに広くなるので，肋間隔を縮尺に依
存しないように評価しなければならない．UBUKATA　＆
NAKAGAWA（submitted）は，殻の大きさが2倍になるま
での間に新たに生じた肋の数を肋密度として定義した．
この定義に従えば，殻の大きさが月倍になるまでの問に
新たにⅣ本の細肋が加わったとすると，肋密度βは一
般に

上）＝
〃ln2

1m月

と表される．実際の計測では，成長段階の境界から肋間
5本分の長さを測り，上記の式で肋密度を求めた．標本
の保存状態によっては，肋5本以下で最大限数えられる
数の肋間の長さから肋密度を見積もった．本文では，β，
γ，∂の各成長段階の肋密度をそれぞれかβ，βγ，β∂と表記
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図4　号帥e乃OCemm〟S各種におけるエβ，左　左の各値の頻度分布．」Ⅴは計測した標本数を，乃は各階級の頻度を表す．5．0γわれαJs

（B，E，H）のうち双叉状肋の見られないものは濃色で示してある．

Fig．4　Diagramsshowingsize－frequency distributionsofparametersLB，17andL6in　沙henocemmus spp．．Nrepresentsthe
totalnumber of samples examined and n the frequencyin each class．Areas of dark gray patternin B，E and H

COrreSPOndthefrequencyofindividualslackingdivaricateribsinS．orientalis．
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した．
以上の計測値の分散や平均値を種間で比較するため

に，ダ検定とJ検定を行った．その際，分布が歪んで正規
分布を仮定できない計測値については，その値の自然対
数をとり，それらが近似的に正規分布に従うかどうかを
カイ二乗検定で調べた．その結果，5％有意水準で正規
分布の仮定が反駁されたものについてはダ検定やf検定
を行わなかった．ダ検定の結果種問で分散に有意の差が
検出された場合にはウェルチの方法により，その他の場
合にはスチューデントf検定によって平均値の差異を検
定した．

結　果

β期が終わる大きさ（エβ）
エβの値は，S．乃α〟∽α乃加では0．800～4．485cm，5．

0rgg乃fαJgsでは1．140～4．505cm，S．sc／zmfdJZでは0．835～

6．430cmの範囲をとる（図4A，B，C）．平均値のt検定を
行うと，5．0rfe乃ぬJgsと他の2種との問にそれぞれ1％
有意水準で差異が検出され（表1），5．0γわれねggSのβ期
の終わる大きさが他の2種と比べてやや大きい傾向にあ
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図5　5．0γわれとαJgs及び5．5C九m兢よにおけるエ〟，エd，エ〟／エβ，

エd／エβ，エ〟／エdの各値の頻度分布．5．0rge乃ぬJgsのうち双
叉状肋の見られないものは濃色で示してある（E，F）．

Fig．5　Frequency distributions of Lu，Ld，Lu／Lβ，Ld／Lβand

Lu／Ldin S．orientalis and S．schmidti，Dark gray

areasin E and Findicate the frequency ofin－

dividualslackingdivaricate ribsinS．orientalis．

5

る．エβの変異の幅はS．sc九m溺才でやや大きく　（図4
A），ダ検定では他の2種との間に5％有意水準で分散に
差が認められた．⊥βの値が5cmを超える標本はS．
scゐ∽放言でのみ見られる．S．sc／1∽肋才ではβ期と次の
成長段階との境界が不明瞭なことが少なくない．

γ期の間隔（左）
γ期はS．乃α〟∽α乃加のうちβ期の終了が確認された標

本の約80％とS．sc九mfdJZの約15％の標本でみられた
（図4D，F）．5．0re乃αJねでは，γ型の細肋に相当するも
のは全く認められず（図4E），β期が終わると肋頂の丸
い∂型に相当する細肋が規則的な間隔で現れるように
なる（図版卜図D，E）．γ期が出現する標本では，右の大
きさは，S．乃α〟∽α乃加で0．180～3．440cm，S．scゐ∽fdJfで
0．685～0．895cmの範囲をとる．

なお，γ期には弱い波状のうねりがみられるが，この
弱い波状彫刻はときおり∂期まで続くことがある．これ

は，5．0rge乃ねJgsにみられる粗大な共心円肋とも似てい
るが，粗大な共心円肋に比べて肋の波高が低く，共心円

細肋とは斜交しない．
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図6　5♪九g乃OCem椚〟S各種のそれぞれの成長段階における肋密
度の頻度分布．5．orわれJαJg5（B，F）のうち双叉状肋の見
られないものは濃色で示してある．

Fig．6　Frequency distributions of the rib densityin each

growth stage of the shellin Sphenoceramus spp．．

Frequency ofindividualslacking divaricate ribsin

S．orientalisis shown by the dark gray patternin

thediagram．
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∂期が始まる大きさ（エ∂）
エ∂の値は，S．乃α〟∽α乃加では0．975～5・710cm，5・

0rZe乃ねgfsでは1．140～4．505cm，S．scゐ∽gdJfでは0．665～

9．305cmの範囲をとる（図4G，H，Ⅰ）．5．0re乃誠Sのエ∂
の変異幅は他の2種と比べてやや狭く（図4H），ダ検定
でも5％有意水準で差異が認められる．エ∂の最頻値は，
S．naumanniで1～2cm，S．orientalisで2～3cm，S．
gC／桝gdfgで1～3cmの間にあり，5．0re乃ねJねが他の2

種に比べて大きいようにみえる．しかし，エ∂の平均値に
は3種間で統計的に有意な差異は認められない（表1）．

双叉状肋が出現する大きさ（エd）

上。値は，5．0γわれfdfgで1．750～5．830cm，S・gC／Z∽fdJZ
で0．665～9．305　cmの範囲をとる（図5　A，B）．S．
0γわれfαJねの上。値は特定の値に集中することはないよ

うだが（図5B），S．sc／zmZdfgでは2cm以下に集中する

傾向がある（図5A）．その一万，5．sc／乙∽肋よには6cm
以上の著しく大きな上。値を持っ個体も若干みられる

（図5A）．S．scゐ∽放言の双叉肋は，共心円細肋にもとづ
く成長段階の展開とは同期せずに発現し，β期から出現

する標本もあれば（図版1－図Ⅰ），γないしは∂期から現
れるものもある（図版1－図H）．そこで，双叉肋の出現時

期と共心円細肋の成長段階との関係を見るためにエdの

値をエβの値で基準化した．エd／⊥βの値は，5・gCゐ∽肋才
で0．2～1．6と著しく大きな変異を示すのに対して（図5

C），5．0γお花JαJgsでは約6割の個体で1．0～1．2の値をと
る（図5D）．このことは，5．0γわれとα伍では共心円細肋

がβ期から∂期へと変わるのとほぼ同時に双叉肋が出
現する傾向にあることを示している．

粗い共心円状二次肋が現れる大きさ（エ〟）
5．0γわれαJgにおけるエ〟の値は0．875～2．955，最頻値

は1～2cmの間にある．上。と比べると変異が小さい（図

5E）．これとは逆に，エ〟の値をエβの値で基準化すると，

エ〟／エβは0．41～0．98の値をとり，0・91～1・52の値をとる

上。／エβと比べて変異係数が幾分大きい（図5F）．また，
双叉肋の出現時期との関係を見るためにエ祝をエdで基
準化すると，⊥〟／上。は0．35～1．0の値をとり，エd／エβと比
べてやはり大きな変異を示す（図5G）．エ祝／エβとエ祝／エd

の値はいずれも1より小さいことから，S・0rfe乃JαJgSに
みられる共心円状の二次肋は∂期の開始や双叉状肋の

出現に先んじて現れる．

粗い二次肋の波の位相はβ型の位相とは同期しない

ため，β期の殻彫刻はしばしば不規則な様相を呈する
（図版1－図E）．∂期では，粗い二次肋が∂型細肋とわず
かに斜交することがあり（図版卜図F），この点でS・
乃α〟∽α〝乃～にみられる弱い波状彫刻とは異なる．

β期の肋密度（ββ）

かβ値は，S．乃α〟∽α乃加では1・91～29・34，5・0γ加わJfs
では2．12～16．42，5．gCゐ∽肋～では3．91～15．60で（図6

A，B，C），肋密度の中でもっとも小さな値をとる．いず

れも右に歪んだ非対称な分布をとり（図6A－C），とくに
5．乃α〟のα乃加では著しく大きな値をとるものが若干みら

れる．種間での分布の違いはとくに検出されない．

γ期の肋密度（βγ）

かγはS．乃α〟∽α乃加でしか見積もれなかったが，7・71～
36．61の値をとる（図6D）．最頻値は15～20の間にあ
り，肋密度の中で最も大きな値をとる．

∂期の肋密度（仇）

かβ値は，S．乃α〟研α乃花王では5・62～50・87，5・0γ加わ′S

では10．79～36．58，S．sc九m肋才では3．02～23．79で（図6

表1各計測値についての種間でのダ検定とい険定の結果・〇・1％有意水準で差が認められる・△▲5％有意水準で差が認められ
る．×．5％有意水準では差が認められない．？．正規分布を仮定できないためにダ検定やJ検定を行わなかった・

Tablel SummaryoftheresultsoftheF，teStandt－teStbetweenapairofspeciesineachparameter・〇・ThevalueofFor
tissigniHcantatthelevelof1％・△・ThevalueofFortissignificantatthelevelof5％・×・ThevalueofFort
isnotsignificantatthelevelof5％・？・Thenullhypothesisforanormaldistributionoftheparameterisrejectcd
bytheresultofchi－SquareteSt，andneithertheF－teStnOrt－teStWaSmade・

F－teSt

ln（エβ）

S．JJとHJJ〃のけ‖

5．0γお花αJね

S．orお花ねJね　　　　　S．scカのgdrg

×　　　　　　　　　　△

△

エd／エ∂ S．sc血刀諺わ

5．0γgg乃fαJね ○

ln（ββ）

ln（β∂）

ln仏β）

S．〃〟〟JH〃J再

5．0γね乃JαJgg

トtest

5．0γわれねJgg S．scゐ∽gdJg

○　　　　　　　　　　×

○

エd／エ∂ S ．SCゐ〝わd fi

5 ．0γわ乃 αJgs ○



白亜紀イノセラムスの殻彫刻
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Relationshipoftheribdensityineachphasetotheoffsetsizeofβ一StageinS・naumanni・D，F・Relationshipofthe

。nSetSizeofdivaricateribstotheoffset sizeofβ－StageinS．orientalisorS．schmidti．E・Relationshipbetweenthe

onsetsizeofcommarginalundulationsandtheoffsetsizeofβ－StageinS・Orientalis・

E，F，G），平均値に1％有意水準で差異が認められる（表
1）．また，ββの最頻値は，S．乃α〟∽α乃乃才で1～2cm，5・
orientalisで2～3cm，S．schmidtiで1～3cmの問にあ
り，5．0γ由れα鮎が他の2種に比べて大きい．刀∂の分散

には種問の違いはとくに検出されなかった（表1）．

各変数間の相関
95％有意水準で相関が認められたものについてその

散布図を図7に示した．特筆すべきは，S．乃α〟∽α乃加で
はどの成長段階の肋密度もエβの値と正の相関を示すこ

とである（図7A，B，C）．散布図ではいずれもばらつきが

大きいものの，pβとβγは99％信頼度でエβと相関す
る．このことは，β期の終了が早いものほど肋密度が大
きくなる傾向にあることを示している．これに対して，

5．0γお花出払やS．sc九m肋Zでは，エβと肋密度との間に

有意の相関は認められない．
5．0rge乃ねgigやS．sc／Zm肋Zでは，エdやエ〟の値とエβ

との問に正の相関が認められるが（図7D，E，F），これは

β期の終了が早いものはど双叉状肋や共心円状二次肋の
出現も早いことを示している．もっとも，S．sc九m放言で

は，極端にエdの値の大きな4個体を除けば，エdとエβと
の間にそれほど強い相関が認められるわけではない（図

7F）．

考　察

5．乃α〟∽α作れ5．0rgg邦とα毎S．sc九mfdfgの3種は，成

長初期の段階では同じ殻彫刻の特徴を有するために互い
に区別し難い．以下の議論では，殻彫刻形態の解析を基
に，これら3種が成長のどの段階で互いに区別されうる
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のかについて考察する．

まず，エβとエ∂の値であるが，いずれも種間で分布幅

に大きな違いは認められない（図4）．したがって，β期
の終わる大きさ（⊥β）や∂期が始まる大きさ（エ∂）に注
目してもこれらの種を区別することは難しいといえる．

本研究では5．0γわれJαJZs28個体を使用したが，γ期が認
められる標本は一つもなかったので（図4E），γ期の有

無は5．0γわれαJgと他の2種とを区別する基準となりう
るといえる．また，5．0γわれfαggsにみられる粗い二次肋

はβ期から出現するため，γ期の有無が確認できない標
本であっても，β期における粗い二次肋の有無によって

5．0γわれぬJgsか否かを判断することは可能である．5．

0γお花αJsにおけるエ〟ルβの最大観測値は0．98であるの
で（図5F），少なくとも殻の大きさが⊥βの1倍以上に
なっても粗い共心円状二次肋が見られない標本は，5．

0γわがαJgsではない可能性が高いといえよう．また，L
の値はいずれの標本でも3cm未満であることから（図

5E），たとえβ期が終了していない個体であっても，粗
い共心円状二次肋をもたない3cm以上の標本であれ

ば，それは5．0rZeがαJZSではない可能性が高いといえ

る．一万，3種間でβ期における肋密度（ββ）の分布の違
いはとくに検出されないので（図6A，B，C），β型の殻彫
刻しかみられない3cm未満の標本を同定することはで
きない．

次に，双叉状肋の出現時期についてであるが，⊥dの最

大値は，5．0γわれ如才ねで5．830cm，S．sc／1∽gdJgで9．305
cmであり（付表2，3），これらはそれぞれ双叉状肋がみ

られない5．0re乃ね仏のうち最大個体の殻の大きさ
6．155cmとS．乃α〟∽α乃加の最大個体の殻の大きさ9．110

cmに匹敵する（付表1，2）．このため，双叉状肋が現れ
ない個体の殻の大きさを見ても，5．m細野は拙扇　や　5．

0γわ乃αJね　柁αgαOf　を　S．sc／mfdJg　や　5．0γわれねJgs

Orge乃ねJgsから区別することは難しい．これに対して，

エd／エβの最大値は5．0rgg乃fαJZsで1．52，5．gC／‡∽肋才で

1．45である．従って，殻の大きさがエβ値の1．5倍を大き
く上回るにもかかわらず双叉状肋が見られない場合に

は，それはS．乃α〟∽α乃乃Zないしは5．0rge乃ねJわれαgα0g

である可能性が高いと考えられる．
また，粗い二次肋に注目すると，5．0rfe乃ねJgsにおけ

るLの最大観測値は2．955cmであることから，殻の大

きさが3cmを超えても粗い共JL、円状二次肋がみられな
い標本は，5．0rZe乃ねJfsではない可能性が高いといえよ

う・＿これに対して，エ〟／エdの値は0・35～1・00と広い範囲
をとり，5．0rg乃αggs乃αg堤0～を5．0γわれαgS Orge乃αggs

から区別する上で有用ではない．
次に，∂期の肋密度についてであるが，ββ値は，S．

乃α〟∽α乃花王では5．62～50．87，5．sc／Z∽～dfZでは3．02～23．79

である（図6E，F，G）．したがって，ββ値が少なくとも5
以下である標本はS．sc／‡∽fdfgである可能性が高く，逆
にββが25を超えるようなものはS．〝α〟∽α乃乃～である
可能性が高いといえる．もっとも，そのようにβ∂が著
しく大きいないしは小さい値をとる個体は全体から見れ

ばほんの一部でしかなく，∂期の肋密度だけで両者を区
別できるのはごく少数の場合に限られる．

以上述べてきたように，本研究で扱った沙浄血乃OCCeα一
刀甘㍑53種のうち，種を特徴付ける双叉状肋や共心円状の

粗大な二次肋が現れていない標本であっても，殻の大き

さとエβの比やγ期の有無あるいは∂期の肋密度等に
よって，種を同定できる場合があるといえる．しかし零

がら，そうした基準によって種を同定できるのは一部の

標本に限られる．本研究ではそれぞれの計測値を個別に
解析したが，若年個体を同定するために更に精度の高い

基準を得るためには，それらの計測値を総合的に分析す
る必要があるだろう．また，本研究で扱ったS．乃α〟∽α乃よ

やS．sc／乙∽fdJgの標本は，これらの種の全産出層準から
見ればごく限られた層準のものでしかない．殻彫刻の時

代的な変化を含めて種内変異の全貌を明らかにするため
には，異なる層準の標本についても検討しなければなら
ないだろう．

まとめ

白亜紀後期のイノセラムス類3種，Spe九g乃OCemm〟S

乃α〟∽α乃扉5．0rZe乃fαggS，S．sc九m肋才について，β期が終
わる大きさ，γ期の間隔，∂期が始まる大きさ，双叉状肋
が出現する大きさ，粗大な共心円肋が現れる大きさ，
β・γ・∂の各成長段階の肋密度を計測し，各値の種内・
種間変異を明らかにした．
1．5．0rZg乃fdfsでは，γ期が全く見られず，β期が終わ
る大きさも他の2種に比べてやや大きい傾向にある．ま
た，β期の途中から粗い共心円状二次肋が見られるよう
になり，双叉状肋はこれに続いて現れる．少なくとも，
β期が終了するかあるいは殻の大きさが3cm以上に達
すれば，5．0γわ乃ねJねを他の2種と区別することができ
る．
2．殻の大きさがβ期の終わる大きさの1．5倍以上に達
してもなお双叉状肋が見られなければ，その標本はS．
乃α〟∽α加である可能性が高い．
3．∂期の肋密度は，5．0γわ乃才αJfgでもっとも大きく，S．
乃α〟∽α乃才よりもS．scゐ∽gdJ～でやや小さい．しかしなが
ら，その分布は種問で大きく重なっているので，∂期の
肋密度で種を同定するのは困難な場合が多い．
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付表15．乃α〟∽α乃乃才の標本リストと計測値．転右の産地は括弧内に示す．計測値を見積もれない場合は“？”で表し，その成長段
階自体が現れていない場合（－）と区別して示す．

Appendix tablel．List of materials studied and summary of biometric datainS．naumanni．The numbersin parentheses
indicate thelocality from which the calcareous nodulein therivergravelwas obtained．？．The valueof

theparametercannotbeestimatedinthephase．－．Thephaseisabsent．

registerno．　locality Lβ（cm）　I，（cm）　L6（cm）Lu Ld Dβ　　　Dγ　　　　D6　　Shellsize（cm）

SUM－MM－BOOOI

SUM－MM－BOOO2

SUM－MM－BOOO3

SUM－MM－BOOO4

SUM－MM－BOOO5

SUM－MM－BOOO6

SUM－MM－BOOO7

SUM－MM－BOOO8

SUM－MM－BOOO9

SUM－MM－BOOlO

SUM－MM－BOOll

SUM－MM－BOO12

SUM－MM－BOO13

SUM－MM－BOO14

SUM－MM－BOO15

SUM－MM－BOO16

SUM－MM－BOO17

SUM－MM－BOO18

SUM－MM－BOO19

SUM－MM－BOO20

SUM－MM－BOO21

SUM－MM－BOO22

SUM－MM－BOO23

SUM－MM－BOO24

SUM－MM－BOO25

SUM－MM－BOO26

SUM－MM－BOO27

SUM－MM－BOO28

SUM－MM－BOO29

SUM－MM－BOO30

SUM－MM－BOO31

SUM－MM－BOO32

SUM－MM－BOO33

SUM－MM－BOO34

SUM－MM－BOO35

SUM－MM－BOO36

NSlOOla O．800　　2．150　　2．950　　－　－　　　？

NSlOOla l．305　　0．000　　1．305　　－　－　　6．89

NSlOOla　　2．015　　0．000　　2．015　　－　－　13．59

NSlOOla

NSlOOla

NSlOOla

NSlOOla

NSlOOla

NSlOOla

NSlOOla

NSlOOla

NSlOOla

NSlOOla

－NSlOOla

NSlOOla

NSlOOla

NSlOOla

NSlOOla

NSlOOla

NSlOOla

NSlOOlb

NSlOOlb

NSlOOlb

NSlOOlb

NSlOOlb

NSlOOlb

NSlOOlb

NSlOOlb

NSlOOlb

NSlOOlb

NSlOOlb

NSlOOlb

NSlOOlb

NSlOOlb

NSlOOlb

？
・
？
・

？
？
0
1
？
3
7
？
8
3
？
2
2
3
0
0
0
2
1
1
2

2
　
　
　
1
　
　
　
0
　
　
　
1
　
1
　
1
　
1
　
1

？
？
2
3
日
5
1
？
4
1
9
0
0
4
8
3
？
？
？
？
？
？
？

2
　
1
　
1
　
　
　
1
　
1
　
2
　
0

一　　一　　4．04

－　－　　8．55

一　一　　6．12

－
？
－
13
■

2

0．000

0．000

0．000

0．390

0．000
？

一

？

？

0

0

一

0

9

？

？

？

O

 

l

一　　一　　9．32

2．325　　－　－　　4．56

－　－　　7．12

－　－　　6．95

一
9
6
一
2
2
3
0
0
0
6
0
1

2
8
3
－

2
1
1
1
1
1
3

■

　

5

1

－

5

0

一

1
　
　
　
2

一　一　　6．91

－　－　　4．45

－　－　　4．78

－　－　　4．27

－　　－　15．79

－　－　　5．61

－　　－　　4．08

？

？

一　　一　　5．06

－　　－　13．09

－　－　　6．16

－　－　　5．22

－　－　　7．56

－　－　　5．73

－　－　　7．15

－　－　　9．95

－　－　　5．36

－　－　　5．59

－　－　　5．38

－　－　　5．89

－　－　　6．56

－　－　　2．80

－　　－　　6．81

－　－　　8．15

NSlOOlb　　2．020　　0，000　　2．020　　－　－　　8．44

SUM－MM－BOO37　NSlOOlb

SUM－MM－BOO38　NSlOOlb

SUM－MM－BOO39　NSlOOlb

SUM－MM－BOO40　NSlOOlb

SUM－MM－BOO41　NSlOOlb

SUM－MM－BOO42

SUM－MM－BOO43

SUM－MM－BOO44

SUM－MM－BOO45

SUM－MM－BOO46

SUM－MM－BOO47

SUM－MM－BOO48

SUM－MM－BOO49

SUM－MM－BOO50

SUM－MM－BOO51

SUM－MM－BOO52

SUMqMM－BOO53

SUM－MM－BOO54

SUM－MM－BOO55

SUM－MM－BOO56

SUM－MM－BOO57

SUM－MM－BOO58

SUM－MM－BOO59

？
・
？
・
？
・
？
・
？
・

一　一　　4．94

－　－　　5．10

－　－　　5．96

－　－　　4．22

一　一　　4．82

NSlOOlb l．390　　0．230　1．620　　－　－　　8．08

NSlOOlb

NSlOOlb

NSlOOlb

NSlOOlb

NSlOOlb

NSlOOlb

NSlOOIc

NSlOOIc

NSlOOIc

NSlOOIc

NSlOOIc

NSlOOIc

NSlOOld

NSlOOld

NSlOOld

NSlOOld

NSlOOld

2
　
　
2
　
　
1
　
1
2
　
　
1
　
　
1
0
　
1
　
1

り
ヱ
　
（
ソ
・

590

？
1
7
？
7
7
3
7
9
8
？
8
5
？
9

7
9
7
2
1
7
8
？

一
？
・

－
5
005

■

0

1

1

8

？

1
　
0

5
　
5
　
0

5
　
　
　
5
　
5
　
5
　
0

一

8

8

■

？

0

0

0

0

0

0

0
　
　
　
　
　
0
　
0
　
0

一　一　13．85

－　　－　　4．98

－　　－　　8．23

－
6
8
－
7
8
5
5

2
　
　
　
2
　
1

一　一　　5．02

－　　－　　9．85

－　－　　6．21

一　一　　7．60

－　－　　8．29

一　一　13．96

一　一　　4．08

5　　2．740　　－　－　　9．15

0
　
0
　
0

一　一　　5．33

－　－　　7．38

0．975　　－　－　　2．73

1．215　　－　－　　　？

1．780　　－　－　　5．86

一　一　　3．81

？

8

一

7

一

5

一

3
　
　
　
9
　
　
　
8

2
　
　
　
1
　
　
　
1

一
一

2

一
9

91

3

一
8

62

1
6
4
5
6
6

5
3
t
一
9
1
4
．

5
－

8
6
6
0
2
3

1
1
1
2
2
1

？　　　3．980

9．41　　3．160

12．86　　2．500

1．470

2．860

1．875

2

一

8

一

81

1．450

2．795

1．660

1．475

；
二
．

3
2
8
3
2
3
．

0
3
5
6
7
3

1

6
9
．
7
．
1
6
1
1
3
3

2．510

4．105

1．280

3．855

2．285

1．615

1．750

2．300

4．250

1．900

2．905

1
　
　
　
2

一

0

－

1

一

3
　
　
　
2

1
　
　
　
　
　
1

1．565

1．875

1．360

3．950

4．765

2．455

1．880

1．970

1．600

1．405

1．645

1．420

1．065

1．530

8．18　　　2．605

1．150

1．480

1．145

1．080

0．985

13．58　　12．55　　2．520

2．800

2．235

18．07　　　　　　　　3．195

0
7
4
1

一
．6
－
4
5
6

6
8
2
6

1
1
2
3

8－
．6

8
1

1
　
5

t
　
5
4

4
　
4

2
　
1

2．025

4．505

2．010

3．300

3．350

3．095

一
4
0
：
9
1
？
．8
4
－

1
3
8
1

6

3
9

一
4
－
7
一
t
－
－

0
0
2

2
1

1．520

3．200

1．715

2．085

2．680

5．855

4．055

3．105
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sampleno．　locality Lβ（cm）I，（cm）L6（cm）Lu Ld Dβ　　　Dγ　　　D6　Shellsize（cm）

SUM－MM－BOO60

SUM－MM－BOO61

SUM－MM－BOO62

SUM－MM－BOO63

SUM－MM－BOO64

SUM－MM－BOO65

SUM－MM－BOO66

SUM－MM－BOO67

SUM－MM－BOO68

SUM－MM－BOO69

SUM－MM－BOO70

SUM－MM－BOO71

SUM－MM－BOO72

SUM－MM－BOO73

SUM－MM－BOO74

SUM－MM－BOO75

SUM－MM－BOO76

SUM－MM－BOO77

SUM－MM－BOO78

SUM－MM－BOO79

SUM－MM－BOO80

SUM－MM－BOO81

SUM－MM－BOO82

SUM－MM－BOO83

SUM－MM－BOO84

SUM－MM－BOO85

SUM－MM－BOO86

SUM－MM－BOO87

SUM－MM－BOO88

SUM－MM－BOO89

SUM－MM－BOO90

SUM－MM－BOO91

SUM－MM－BOO92

SUM－MM－BOO93

SUM－MM－BOO94

SUM－MM－BOO95

SUM－MM－BOO96

SUM－MM－BOO97

SUM－MM－BOO98

SUM－MM－BOO99

SUM－MM－BOlOO

SUM－MM－BOlOI

SUM－MM－BOlO2

SUM－MM－BOlO3

SUM－MM－BOlO4

SUM－MM－BOlO5

SUM－MM－BOlO6

SUM－MM－BOlO7

SUM－MM－BOlO8

SUM－MM－BOlO9

SUM－MM－BOllO

SUM－MM－BOlll

SUM－MM－BO112

SUM－MM－BOl13

SUM－MM－BOl14

SUM－MM－BO115

SUM－MM－BOl16

SUM－MM－BOl17

NSlOOld　　　？

NSlOOld　　　？

NSlOOld　　　？

NSlOOld　　　？

NSlOOld l．730　1．030　　2．760

NSlOOld l．105　1．560　　2．665

NSlOOld　　　？

NSlOOld　　　？

NSlOOld　　　？

NSlOOld　　　？

NSlOOld　　　？

NSlOOle　　　？

NSlOOle l．915

NSlOOle l．475

NSlOOle　　　？

NSlOOle　　　？

NSlOOle　　　　？

NSlOOle　　　？

NSlOOle　　　？

NSlOOle　　　？

NSlOOle　　2．105

NSlOOle　　　？

NSlOOle　　　？

NSlOO2a l．520

NSlOO2a　　　？

NSlOO2a　　2．420

NSlOO2a l．570

NSlOO2a　　2．470

NSlOO2a　　　？

NSlOO2a l．700

NSlOO2a l．810

NSlOO2a l．560

NSlOO2a　　4．485

NSlOO2a　　3．125

NSlOO2b　　　？

NSlOO2b　　　？

NSlOO2b　　　？

NSlOO2b O．815

NSlOO2b　　　？

NSlOO2b　　　？

NSlOO2b　　　？

NSlOO2b　　　？

NSlOO2b　　　？

NSlOO2　　　　？

NSlOO2　　　1．315

NSlOO2　　　1．795

NSlOO9　　　1．505

（NSlOOO）　2．160

（NS2009）　1．715

（NS2009）　1．795

（NS2009）　2．270

（NS2009）　　？

（NS2009）　1．495

（NS2009）　4．020

（NS2009）　1．695

（NS2009）　1．285

（NS2009）　1．475

（NS2009）　1．555

一　　一　　5．64

－　　－　　6．06

－　　－　　8．66

－　　－　10．50

－　－　　21．73

－　　－　　7．96

一　　一　　8．12

－　－　　7．46

－　　－　　5．83

－　　－　　4．75

－　　－　　5．18

－　－　　5．45

？　　　　　　　　一　一　10．58

1．590　　3．065　　－　－　　？

一　　一　　5．90

－　－　　2．27

－　　－　　7．17

－　　－　　8．48

一
　
？
・

一　　一　　7．37

一　一　　8．78

－　　－　10．03

一　一　　6．92

一

0

0

一

？

？

？

0

一　　一　　4．48

1．520　　－　－　　6．90

一　一　　3．89

2．635

1．400

23．28

13．11

一

一

？

・

？

・

一

2．380

1．850

4．270

3．095

1．525

2．355

2．955

2．075

1．600

16．41

？

一

一

？

・

一

2．670

4．650

4．975

1．620

1．025

0．755

4．010

2．320

0．920

12．38　　　　　　　　2．490

2．145

1．345

10．19　　　7．520

1．120

一　一　　7．05　　30．99　　　　　　　　3．165

－　－　10．68　　23．81　　　　　　　2．360

一　一　17．89　　21．02

一
一
一
一
一
一

一
一
一
一
－
一

－
2
0
3
3
5
6
2
4
1

2

2
3
1
5
3

一
5
0
5
2
0
0
7
6
－

0
1
0
0

0．290

0．400

0．760

0．000

0．000

1．775

1．580

3．440

一

0

0

？

1

4

？

5

0

？

3
　
　
　
2
　
　
　
1

3．435

5．42　　　　　　　　　　　　　1．905

6．59　　29．31　　　？　　　3．485

4．77　　21．55　19．15　　4．455

4．61　　　　　　　11．24　　2．845

21．59　　22．14　17．41　　6．400

12．63　　　　　　　　22．03　　5．655

一　一　　5．15　　　　　　　　　　　　　1．000

－　－　　5．57　　　　　　　　　　　　　　1．835

一　一　　7．41

1．105　　－　－　18．39

－　－　16．81

－　－　　5．23

－　　－　　　541

－　－　　7．82

－　－　　4．80

－　　－　13．85

1．715　　－　－　　？

2．555　　－　－　　7．94

1．505　　－　－　　6．46

2．160　　－　－　　　？

3．490　　－　－　　　？

3．375　　－　－　　29．34

5．710　　－　－　10．27

－　　－　　6．90

4．500　　－　－　　6．07

－　－　17．97

3．835　　－　－　　7．03

－　－　15．33

2．975　　－　－　　4．83

－　－　　7．59

1．485

9．11　10．15　　　2．685

1．020

1．280

1i760

1．495

1．380

2．710

15．66　　11．56　　　5．045

？　　13．59　　　3．470

16．10　　　4．795

？　　　6．455

15．05　　19．24　　　5．575

16．47　　26．89　　6．265

27．05　　31．35　　　8．315

2．000

12．45　　22．60　　　9．110

35．48　　　　　　　　4．700

23．77　　50．87　　3．995

22．94　　　　　　　　4．635

？　　　5．62　　　5．510

17．98　　　　　　　　2．200
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Sampleno，　locality Lβ（cm）I，（cm）　L6（cm） D6　　Shellsize（cm）

SUM－MM－BOl18
SUM－MM－BO119

SUM－MM－BO120
SUM－MM－BO121

SUM－MM－BO122

SUM－MM－BO123
SUM－MM－BO124

SUM－MM－BO125
SUM－MM－BO126

SUM－MM－BO127

SUM－MM－BO128
SUM－MM－BO129

SUM－MM－BO130

SUM－MM－BO131
SUM－MM－BO132

SUM－MM－BO133
SUM－MM－BO134

SUM－MM－BO135
SUM－MM－BO136

SUM－MM－BO137

SUM－MM－BO138
SUM－MM－BO139

SUM－MM－BO140

SUM－MM－BO141
SUM－MM－BO142

SUM－MM－BO143

SUM－MM－BO144
SUM－MM－BO145

SUM－MM－BO146
SUM－MM－BO147

SUM－MM－BO148

SUM－MM－BO149
SUM－MM－BO150

SUM－MM－BO151
SUM－MM－BO152

SUM－MM－BO153

SUM－MM－BO154
SUM－MM－BO155

SUM－MM－BO156

SUM－MM－BO157
SUM－MM－BO158

SUM－MM－BO159
SUM－MM－BO160

SUM－MM－BO161

SUM－MM－BO162
SUM－MM－BO163

SUM－MM－BO164
SUM－MM－BO165

SUM－MM－BO166
SUM－MM－BO167

SUM－MM－BO168

SUM－MM－BO169

（NS2009）

（NS2009）

（NS2009）

（NS2009）

（NS2009）

（NS2009）

（NS2009）

（NS2009）

（NS2009）

（NS2009）

NS3003

NS3003

NS3003

NS3003

NS3003

NS3003

NS4005

NS4005

NS4005

NS4005

NS4005

NS4005

NS4005

NS4005

NS4005

NS4005

NS4006

NS4009

NS4009

NS4009

NS4009

NS4009

NS4009

NS4009

NS4009

NS4009

NS4009

NS4009

NS4009

NS4009

NS4009

NS4009

NS4009

NS4009

NS4009

NS4009

NS4009

NS4009

NS4009

NS4009

NS4009

NS4009

3
7
3
4
1
3
4
1
8
6
0
3
4
1
6
6
7
4
0
0
3
0
3
1
？
？
？
？

1
　
4
　
2
　
2
　
1
　
2
　
1
　
1
　
1
　
2
　
1
　
1

5501

ワ
・
？
・

0101

？
・
？
・
？
・
（
ソ
・

？

？

1

8

7

9

？

？

？

？

？

？

？

2
　
1

0151

？
・
？
・
？
・
？
・

R

り

一

0

　

0

1

上

　

7

　

2

4
，
6
　
6

2

一

1

　

2

？
・
？
・
？
・
？
・

？
9
7
0
6
0
9
0
7

0
　
1
　
2
　
1

1．840　　3．215

0．485　　4．830

■
？
05
7
4
5
6
2
7
1

0
6
9
7
1

1
2
2
0
2
0
0

一

一

一

一

？

・

一

－

0
8

16

2

2

0

1

1

0

0

0

0

2

－

－

－

二

■

3

4

4

2

4

2

2

－
0
110

一

0

0
0

一

一

一

一

一

－
？
7
8

0

一
一
二
一
二
？
一
一
二
0

5
7
7
0
0

2
一
〇
〇

一

？

・

？

・

一

■
96
？
？

0

一

一

一

一

一

一

日

．
2

3

0

4

3

8

3

0

7

8

4

7

？

．

05

9
7

7

6

2

4

3

1

9

．

1

2

6

．

4

8

7

7

1

2

7

．

4

8

5

5
　
7

41

4
　
5
　
8

1
　
7
　
3

4
　
2
　
9

2
　
3
　
2

一
〇
4
，
5
6
7
1
．

48
9
0
．1
4
？
．1
0
一

1
8
16
7
．
3
1
1
8
2
3
1
9

5
　
2

9
　
4

3
　
2

2
　
2

2
2
0
9
8
4

一
？
一
5
3
2
8
．

3
？
．3
一

5
4
0
7
7
2

1
1
2
1
1
2

6．440

6．185

3．595

5．560

3．185

5，765

4．810

6．600

4．725

4．815

3．470

3．780

2．505

1．600

23　　　　　　　　　　　　　　1．470

6．41　　　　　　　　　　　　　　1．245

5．03　　14．44　　　　　　　　1．705

4．38

ー　　6．14

－　1．91

－　　5．06

－　　8．12

一　一　　7．87

－　－　　9．28

一　一　　6．15

－　－　　7．56

一
一

一
一

－
57

2

1．170

1．970

12．35　　1．130

1．250

0．830

1．460

1．765

1．660

1．550

3．21　17．50　　　　　　　　2．455

5．61　17．16　　17．47　　4．145

一　一　　4．36　　　　　　　　　　　　　　1．715

－　－　　4．45　　　　　　　　　　　　　　1．655

－　－　　3．89　　　　　　　　　　　　　1．220

－　－　　5．09　　　　　　　　　　　　　　1．235

－　－　　5．82　　　　　　　　　　　　　　1．115

－　－　　4．37　　　　　　　　　　　　　　0．810
一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

－

【

－

■

－

－

4

6

4

4

6

2

4

一

2

　

2

一

一

－

一

一

－

一

一

－

一

－

－

一

一

一

一

－

一

一

一

一

一

7．53　　　　　　　　　　　　　1．925

6．22　　13．76　　　　　　　　1．670

4．06

3
　
0
　
6
　
7
・
5
　
9

2

　

7

　

2

　

ハ

h

▼

　

3

　

7

4

　

3

　

5

　

に

J

Y

　

4

　

5

07
　
？
・
？
・

6

65
．7
7
2
5
日
7
1
5
0

4
．
1
1
4
．
4
6
5

1．020

1．930

1．210

5
　
4
　
0

一

？

？

一

－

？

？

－

1

　

0

0

7

3
　
3
　
0

1

　

1

　

1

1．285

？　　　4．880

20．83　　4．155

20．19　　　4．385

1．820

1．590

0．840

1．570

9一
．0
－

4
1

12．12

1．725

2．135

2．125

2．715

1．345



白亜紀イノセラムスの殻彫刻

付表2　5．0γわれねJfsの標本リストと計測値．

Appendjxtable2　ListofmaterialsstudiedandsummaryofbiometricdatainS・Orientalis・

sampleno・　locality Lβ（cm）IT L6（cm）Lu（cm）Ld（cm）　DB Dγ　　D6▼Shellsize（cm）

13

SUM－MM－BO170

SUMTMM－BO171

SUM－MM－BO172

SUM－MM－BO173

SUM－MM－BO174

SUM－MM－BO175

SUM－MM－BO176

SUM－MM－BO177

SUM－MM－BO178

SUM－MM－BO179

SUM－MM－BO180

SUM－MM－BO181

SUM－MM－BO182

SUM－MM－BO183

SUM－MM－BO184

SUM－MM－BMO185

SUM－MM－BO186

SUM－MM－BO187

SUM－MM－BO188

SUM－MM－BO189

SUM－MM－BO190

SUM－MM－BO191

SUM－MM－BO192

SUM－MM－BO193

SUM－MM－BO194

SUM－MM－BO195

SUM－MM－BO196

SUM－MM－BO197

NSlOO4

NSlOO9a

NSlOO9

NSlOO9

NSlOO9

NSlOO9

NSlOO9

NSlOO9

NSlOO9

NSlOO9

NSlOO9

NSlOO9

NSlOO9

（NSlOlO）

（NSlOlO）

（NS2000）

NS3005

NS4012’

（NS4010）

（NS4011’）

（NS4011’）

（NS4011’）

（NS4011’）

（NS4012）

（NS4012’）

（NS4104）

（NS4104）

（NS4113）

2．720　　－　2．720　1．635

2．100　　－　　2．100　1．910

1．720　　－　1．720　1．630

2．210　　－　　2．210　　1．525

3．010　　－　3．010　1．225

2．020　　－　　2．020　　1．975

2．025　　－　　2．025　1．525

2．810　　－　2．810　1．545

2．755　　－　　2．755　　1．625

3．490　　－　　3．490　　2．445

2．300　　－　　2．300　　1．800

3．125　　－　　3．125　　1．810

2．415　　－　2．415　　2．135

2．995　　－　2．995　1．925

2．060　　－　　2．060　　1．645

3．965　　－　3．965　　2．095

2．210　　－　　2．210　　1．545

2．230　　－　2．230　1．785

1．880　　－　1．880　　1．620

3．670　　－　　3．670　　2．160

1．140　　－　1．140　　0．875

2．780　　－　　2．780　1．590

3．845　　－　　3．845　　2．220

4．505　　－　4．505　　2．955

2．590　　－　　2．590　　1．895

1．635　　－　1．635　　1．400

2．335　　－　2．335　　2．025

2．750　　－　　2．750　　1．940

3．025　　7．68　　－　20．47　　4．460

2．350　　6．22　　－　13．30　　2．725

2．005　　8．22　　－　34．11　　3．560

2．810　　7．87　　－　　23．00　　3．575

3．465　　4．36　　－　23．25　　3．565

1．975　　6．66　　－　10．79　　2．985

2．390　　7．62　　－　13．82　　2．475

3．435　　6．46　　－　16．43　　3．660

9．16　　－　　20．87　　4．065

4．015　　6．01　　－　　23．47　　　5．330

2．310　　6．82　　－　22．91　　3．990

3．455　　5．38　　－　13．84　　4．400

2．955　　4．65　　－　22．85　　8．030

3，360　　4．70　　－　31．68　　4．055

1．985　　16．42　　－　13．96　　2．275

4．69　　－　　21．85　　　5．630

2．295　　　4．44　　－　14．04　　　6．125

9．14　　－　14．91　　2．765

2．365　　6．06　　－　　25．29　　　2．745

5．185　　10．73　　－　　？　　　7．610

6．73　　－　14．97　　1．735

2．525　　9．39　　－　28．09　　4．265

5．830　　6．28　　－　　36．58　　10．115

13．40　　－　23．82　　4．775

2．920　　4．44　　－　17．67　　　3．445

1．750　　2．12　　－　20．90　　3．155

2．480　　9．01　　－　30．57　　6．625

3．97　　－　　30．55　　6．155
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付表3　5．gC／zm肋よの標本リストと計測値．

Appendixtable3　ListofmaterialsstudiedandsummaryofbiometricdatainS．schmidti．

SamPleno．　locality Lβ（cm）I，（cm）　L6（cm）L‘Ld（cm）　Dβ　　D，　　D6　Shellsize（cm）

SUM－MM－BO198

SUM－MM－BO199

SUM－MM－BO200

SUM－MM－BO201

SUM－MM－BO202

SUM－MM－BO203

SUM－MM－BO204

SUM－MM－BO205

SUM－MM－BO206

SUM－MM－BO207

SUM－MM－BO208

SUM－MM－BO209

SUM－MM－BO210

SUM－MM－BO211

SUM－MM－BO212

SUM－MM－BO213

SUM－MM－BO214

SUM－MM－BO215

SUM－MM－BO216

SUM－MM－BO217

SUM－MM－BO218

SUM－MM－BO219

SUM－MM－BO220

SUM－MM－BO221

SUM－MM－BO222

SUM－MM－BO223

SUM－MM－BO224

SUM－MM－BO225

SUM－MM－BO226

SUM－MM－BO227

SUM－MM－BO228

SUM－MM－BO229

SUM－MM－BO230

SUM－MM－80231

SUM－MM－BO232

SUM－MM－BO233

SUM－MM－BO234

SUM－MM－BO235

SUM－MM－BO236

SUM－MM－BO237

SUM－MM－BO238

SUM－MM－BO239

SUM－MM－BO240

SUM－MM－BO241

SUM－MM－BO242

SUM－MM－BO243

SUM－MM－BO244

SUM－MM－BO245

SUM－MM－BO246

SUM－MM－BO247

SUM－MM－BO248

NSlOO4

NSlOO4

NSlOO4

NSlOO4

NSlOO4

NSlOO4

NSlOO4

NSlOO4

NSlOO4

NSlOO9b

NSlOO9

NSlOO9

NSlOO9

NS3006

（NSlOO8）

（NSlOO8）

（NSlOO8）

（NSlOO9）

（NSlOOO）

NS2003

（NS2000）

NS3005

NS3005

NS3005

NS3005

NS3005

NS3006a

NS3006a

NS3006a

NS3006a

NS3006a

NS3006b

NS3006b

6．430　　0．000

1．310　　0．000

1．605　　0．000

1．480　　0．000

0．955　　0．000

2．100　　0．000

1．560　　0．000

2．060　　0．000

1．215　　0．000

3．220　　0．000

0．945　　0．000

1．375　　0．000

1．785　　0．000

1．820　　0．000

？

1．515　　　？

1．835　　　？

2．320　　0．000

1．195　　0．000

？

0．835　　0．000

1．600　　0．895

1．150　　0．685

1．380　　　？

5．440　　0．000

3．520　　0．000

1．625　　0．000

1．290　　0．000

1．605　　0．000

2．860　　0．000

2．260　　0．000

？

？

NS3006b　　　？

NS3006b

NS3006b

NS3006b

NS3006b

NS3006c

NS3006C

？

？

3．735　　0．000

3．705　　（）．nOO

？

？

NS3006C　　　　？

NS3006c

NS3006c

NS3006c

NS3006c

NS3006c

NS3006d

NS3006d

NS3006d

NS3006d

1．820　　　？

2．385　　0．000

？

？

2．025　　0．000

2．895　　0．000

1．315　　0．000

1．625　　0．000

1．645　　0．000

6．430　　－　　9．305　　9．83

1．310　　－　1．605　　　8．47

1．605　　－　1．295　　　5．34

1．480　　－　1．240　　　6．06

0．955　　－　　0．820　　8．17

2．100　　－　　0．955　　　4．46

1．560　　－　　　？　　　4．23

2．060　　－　　　？　　　5．65

1．215　　－　　　　　　　　8．05

3．220　　－　　　？　　　7．55

0．945　　－　1．110　　　4．41

1．375　　－　　　？　　12．20

1．785　　－　1．860　　12．41

1．820　　－　1．215　　4．70

－　1．125　　　5．20

－　　0．875　　　7．10

－　1．230　　　9．12

2．320　　－　1．670　　4．59

1．195　　－　　　？　　　4．87

－　1．900　　5．11

0．835　　－　　0．665　　　5．61

2．495　　－　1．345　　　6．39

1．835　　－　1．225　　10．83

－　1．380　　8．48

5．440　　－　　6．615　　　9．35

3．520　　－　　3．860　　9．40

1．625　　－　1．090　　6．58

1．290　　－　　0．810　　7．36

1．605　　－　　0．915　　6．92

2．860　　－　　2．000　　　5．54

2．260　　－　　0．890　　7．63

－　1．600　　　3．91

－　1．090　　　5．00

－　1．250　　　5．16

－　1．055　　　4．38

－　1．625　　　7．02

3．735　　－　　4．905　　　7．69

3．705　　－　　　？　　　5．86

－　1．400　　5．30

－　1．135　　　5．47

－　　0．990　　　6．10

－　　0．990　　　5．77

2．385　　－　1．365　　　6．21

－　　0．845　　　4．46

2．025　　－

2．895　　－

1．315　　－

1．625　　－

1．645　　－

（NS3006）　　？

SUM－MM－BO249（NS3006）
SUM－MM－BO250（NS4006）

SUM－MM－BO251（NS4006）
SUM－MM－BO252（NS4010）

2．275　　0．000　　2．275

3．355　　0．000　　3．355

1．345　　0．000　　1．345

1．685　　0．000　　1．685

0．925　　15．60

1．680　　7．18

1．695　　　6．84

1．195　　　7．43

1．425　　　5．92

1．815　　8．91

－　1．425　　　6．92

－　1．080　　　4．89

－　1．230　　15．30

－　1．470　　5．37

－　1．705　　3．98

一　11．19　　14．575

？　　　2．620

－　　4．49　　　3．475

－　　7．82　　　3．405

－　　7．32　　1．395

－　　6．26　　　4．080

－　　7．58　　　4．265

－　　3．02　　　4．100

－　14．01　　1．635

－　13．89　　　5．045

－　　6．39　　　2．030

？　　　1．910

－　　7．37　　　2．600

－　　4．65　　　6．000

1．500

？　　　　　　　1．965

？　　　　　　　　2．405

－　10．21　　6‘000

－　　4．85　　1．590

1．980

－　　5．25　　　1．845

？　23．79　　　3．000

？　　7．42　　　2．165

？　　　　　　　2．300

－　10．86　　20．300

－　10．64　　26．500

－　11．09　　1．960

－　　6．46　　　3．490

－　　6．91　　　3．350

－　　7．67　　　4．105

－　　8．12　　　5．715

1．600

1．090

1．165

1．225

1．990

－　16．29　　　7．070

－　16．45　　　7．585

1・925
1．535

1．245

2．200

5．64　　　3．050

1．480

1．255

12．34　　2．535

10．22　　　6．105

6．87　　　4．410

7．92　　　4．645

7．56　　　3‘755

1．790

9．20　　　2．645

11．34　　　5．815

14．35　　　2．180

？　　　9．605
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図版1A－D．SphenocenlmuSnaumanni（YoKOYAMA）．A，SUM－MM－BOO42．産地NSlOOlb．B，SUM－MM－BO144．産地NS4006．C，
SUM－MM－BOO64．産地NSlOOld．D－F．St）henocertmus orientalis（SoKOLW）．D，SUM－MM－BO197．産地NS4113の転石．
E，SUM－MM－BO191．産地NS4011′の転石．F，SUM－MM－BO181．産地NSlOO9．G－l．Sphenocertmus schmidti（MICHAEL）．
G，SUM－MM－BO220．産地NS3005．H，SUM－MM－BO235．産地NS3006b．l，SUM－MM－BO201．産地NSlOO4．縮尺は全て1
cm．

Platel A－C．SphenocelumuS naumanni（YoKOYAMA）．A，SUM－MM－BOO42fromlocality NSlOOlb．B，SUM－MM－BO144from
locality NS4006．C，SUM－MM－BOO64fromlocality NSlOOld．D－F．Sphenocertzmusorientalis（SoKOLW）．D，SUM－MM－B

O197，rivergravelfromlocality NS4113．E，SUM－MM－BO191，rivergravelfromlocality NS4011′．F，SUM－MM－BO181

from10Cality NSlO09．G－LSphenocenlmuSSChmidti（MICHAEL）．G，SUM－MM－BO220fromlocality NS3005．H，SUM－MM－

BO235fromlocalityNS3006b．J，SUM－MM－BO201fromlocalityNSlOO4．Scalebar：1cm．


